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板厚方向に l 要素である近似 3 次元解析法を開発している。
板クラウンおよびエッジドロップはロールの弾性変形によって生じるため， 3 章では剛塑性有限要素法解析におい
てロールの弾性変形を考慮、する方法を提案している。分割モデルによってロールのたわみ変形を，修正半無限体モデ
ルによってロールの偏平変形をそれぞれ考慮している。
4 章では，開発された方法によって薄板の冷間圧延をシミュレーションし，板クラウンおよびエッジドロップを計
算している。圧延後の板材の形状を正確に計算するために，入口近傍の弾塑性変形域を特別な速度依存性で近似し，
前後方張力の影響を正確に考慮できるようにしている。計算された板幅端部の形状は，エッジドロップからエッジア
ップの広い範囲において実験結果とよく一致している。
圧延中の板材の蛇行は作業および材料歩留り上問題となるため，第 5 章では左右非対称圧延における板材の変形挙
動を計算する方法を提案し，蛇行のシミュレーションを行っている。圧延された板材の曲がりの計算結果はアルミニ
ウム板を用いた圧延実験の結果とよく一致している。また，厚板圧延，熱間粗圧延および熱間仕上圧延の実機条件で
シミュレーションをf子っている。
圧延された板材の先後端の非定常変形部は材料歩留り上問題となるため，第 6 章では先後端の非定常変形をシミュ
レーションする方法を提案している。
以上の成果は，板材圧延の工業化，圧延機の設計に関して有益な新しい知見を与えるものであり，その手法はより
広い工学的応用が可能であると考えられ，博士(工学)の学位論文として価値あるものと認める。
